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№ 66
シリーズ

人
権
相
談

活
動
そ
の
①

活
動
そ
の
①

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
常
設
相
談
所
や
特
設

相
談
所
、
自
宅
に
お
い
て
面
談
、
ま
た
は
電

話
に
よ
る
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
相
談
内
容

に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
地
方
法
務
局
倉
吉
支
局（
あ

２
２―

４
１
０
８
）

▼
常
設
相
談
所

　

法
務
局
内
に
設
置
さ
れ
、
土
・
日
、
祝

日
を
除
い
て
毎
日
開
設
さ
れ
て
い
ま
す

開
設
時
間

：

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

▼
特
設
相
談
所

　

市
役
所
と
倉
吉
市
関
金
高
齢
者
生
活
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
月
１
回
程
度
開
設
し
て

い
ま
す
。

▼
専
用
相
談
電
話

　

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

あ
０
５
７
０―

０
７
０―

８
１
０

　

●
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
　

あ
０
１
２
０―

０
０
７―

１
１
０

啓
発
活
動

活
動
そ
の
②

活
動
そ
の
②

　

▼
人
権
教
室

　

主
に
、
小
学
生
、
幼
稚
園
児
な
ど
を
対

象
に
し
た
人
権
出
前
講
座（
子
ど
も
た
ち
と

の
ト
ー
ク
、
紙
芝
居
、
創
作
ダ
ン
ス
な
ど
）

を
行
い
、
思
い
や
り
の
大
切
さ
な
ど
を
伝

え
て
い
ま
す
。

▼
人
権
の
花
運
動

　

花
の
苗
や
球
根
な
ど
を
、
子
ど
も
た
ち
が
、

協
力
し
合
っ
て
育
て
る
こ
と
を
通
じ
て
、「
命

の
大
切
さ
」や「
相
手
へ
の
思
い
や
り
」と
い

う
人
権
尊
重
思
想
を
育
み
、
情
操
を
豊
か
な

も
の
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
高
城
小
学
校
と
灘
手
小
学

校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

被
害
者
救
済

活
動
そ
の
③

活
動
そ
の
③

　

「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」
と
い
う
被
害
者

か
ら
の
申
告
な
ど
を
受
け
て
、
救
済
手
続

を
開
始
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
局
職
員
と
協

力
し
て
、
情
報
の
収
集
、
人
権
侵
犯
事
件

の
調
査
・
処
理
に
当
た
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
住
民
が
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、

法
務
局
・
地
方
法
務
局
の
人
権
相
談
所
や
、
市
役
所
や
公
共
施
設
な
ど
に
お
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談

を
受
け
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の
街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

【倉吉市の人権擁護委員】

中
なかい

井 明
あき こ

子さん 中河原

高
たかおか

岡 紀
のり こ

子さん 福富

小
こだに

谷 次
つぐ お

雄さん 東仲町

松
まつい

井 美
み ち こ

智子さん 広瀬町

向
むかい

井 弘
ひろ し

志さん 鴨河内

野
のぐち

口 ともみさん 昭和町2丁目

西
にしもと

本 勝
かつとし

利さん 上井町2丁目

種
たねべ

部 充
みつおき

恩さん 伊木

山
やまね

根 裕
ひろまさ

正さん 不入岡

岸
きしもと

本 真
ま ち こ

智子さん 関金町安歩

蔵
くらとみ

富 敬
けいはちろう

八郎さん 関金町山口

人
権
の
た
め
に
学
ぶ

同
和
教
育
講
座
⑤
（
受
講
料
無
料
）

と　

き

：

11
月
14
日（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

と
こ
ろ

：

上
灘
公
民
館

演　

題

：「
変
革
の
時
代
・
人
権
シ

ス
テ
ム
創
造
の
た
め
に
」

講　

師

：

北
き
た
ぐ
ち口 

末す
え
ひ
ろ広

さ
ん（
近
畿
大

学
教
授
）

受
講
料

：

無
料

※ 

鳥
取
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
で

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▲人権教室

▲人権の花運動
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11
月
１
日（
日
）
は
倉
吉
市

長
選
挙
の
投
票
日
で
す

投
票
時
間

：

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

◎ 

投
票
所
を
変
更
し
ま
す
。

【
第
１
投
票
区
】
変
更
前

：

上
北
条

公
民
館
↓
変
更
後

：

上
北
条
小
学

校
多
目
的
ホ
ー
ル

【
第
６
投
票
区
】
変
更
前

：
上
灘
公

民
館
↓
変
更
後

：
上
灘
小
学
校
体

育
館

【
第
31
投
票
区
】
変
更
前

：

関
金
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
↓
変
更
後

：

鴨

川
中
学
校
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム

※
問
合
せ
先

：

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局（
あ
２
２―

８
１
１
９
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

野
山
へ
の
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
、
野
山

へ
ハ
イ
キ
ン
グ
や
山
菜
・
き
の
こ

取
り
な
ど
に
行
き
、
空
き
缶
・
空

き
瓶
・
弁
当
殻
な
ど
の
ゴ
ミ
を
捨

て
て
帰
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

野
山
は
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
は
、
必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

※
問
合
せ
先

：

環
境
課 

（
あ
２
２―

８
１
６
８
／
い
２
２―

８
２
３
０
）

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

  

降
雪
期
を
前
に
、
除
雪
作
業
に
つ

い
て
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

道
路
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い

る
樹
木（
特
に
竹
）・
有
線
放
送

の
線
な
ど
は
除
雪
作
業
の
支
障

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
降

雪
期
ま
で
に
点
検
を
行
い
、
所

有
者
や
各
自
治
公
民
館
で
、
撤

去
す
る
な
ど
の
処
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼ 

路
上
駐
車
や
路
上
放
置
車
両

は
、
除
雪
の
妨
げ
に
な
る
の
で

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

生
活
道
路
の
除
雪
は
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 「
家
の
前
を
、
苦
労
し
て
雪
か

き
し
た
の
に
、
除
雪
車
が
来
て
、

雪
を
積
み
上
げ
て
い
く
」「
田

畑
に
除
雪
後
の
雪
が
入
っ
て
い

る
」
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
屋
が

密
集
し
て
い
る
道
路
で
は
、
除

雪
作
業
上
、
や
む
を
得
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

建
設
課 

（
あ
２
２―

８
１
６
９
／
い
２
２―

８
１
７
９
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

【
期　

間
】
11
月
９
日（
月
）
〜
15
日

（
日
）の
７
日
間

【
統
一
標
語
】『
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ

く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子
』

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の

ポ
イ
ン
ト《
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
》

３
つ
の
習
慣

▼ 

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

▼ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

▼ 
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

▼ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▼ 

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▼ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

▼ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

■
行
政
相
談
所

① 

11
月
18
日（
水
）
午
後
１
時
〜
３

時　

市
役
所 

第
３
会
議
室（
東

庁
舎
３
階
）

② 

11
月
27
日（
金
）
午
後
１
時
〜
４

時　

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
あ
４
５―

３
８
０
０
）

相
談
員

：

行
政
相
談
委
員
、
人
権

擁
護
委
員

※
問
合
せ
先

：

総
務
課
（
あ
２
２―

８
１
６
２
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

■
農
家
相
談
会

と　

き

：

11
月
18
日（
水
）
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

：

農
業
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所 

北
庁
舎
３
階
）

内　

容

：

農
業
の
受
委
託
、
農
地

の
賃
借
・
委
譲
、
転
用
、
農
業
者
年

金
な
ど

※
問
合
せ
先

：

農
業
委
員
会
事
務
局

（
あ
２
２―

８
１
７
１
）

■
多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

と　

き

：

11
月
26
日（
木
）
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心

内　

容

：

弁
護
士
、
司
法
書
士
な

ど
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
中
部
消
費
生
活

相
談
室（
あ
２
２―

３
０
０
０
）

■ 

市
民
生
活
特
別
相
談
窓
口

　

生
活
全
般
の
相
談
窓
口
で
す
。

と　

き

：

平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ

：

市
役
所 

市
民
生
活
相
談

室（
本
庁
舎
西
玄
関
）

※
問
合
せ
先

：

市
民
生
活
相
談
室
（
あ

２
２―

２
７
１
７
／
い
２
２―

３
７
０
１
）

■
倉
吉
合
同
事
務
所
無
料
相
談
会

と　

き

：

11
月
21
日（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

：

広
田
会
計
事
務
所 

会
議

室（
３
階
）（
駄
経
寺
町
２
丁
目
）

相
談
員

：

弁
護
士
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
行
政
書
士
、

不
動
産
鑑
定
士
、
公
認
会
計
士
、

税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士

内　

容

：

身
近
な
暮
ら
し
の
問

題
、
事
業
に
関
す
る
相
談
、
土
地
・

建
物
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
、

税
、
労
務
に
関
す
る
こ
と
な
ど

※
問
合
せ
先

：

広
田
会
計
事
務
所
（
あ

２
２―

６
１
３
４
／
い
２
２―

６
１
３
０
）

■
年
金
、
労
務
無
料
相
談

と　

き

：

11
月
13
日（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

：

市
役
所 

議
会
会
議
室

（
本
庁
舎 

３
階
）

相
談
員

：

社
会
保
険
労
務
士

※ 

年
金
の
相
談
は
、
年
金
手
帳
な
ど

関
係
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
社
会
保
険
労
務
士

会
倉
吉
支
部 

大
村（
あ
２
２―

２
５
８
５
）

■
ひ
と
り
親
家
庭
休
日
相
談
会

　

ひ
と
り
親
の
皆
さ
ん
の
、
子
育

て
や
、
経
済
的
な
悩
み
、
困
り
ご
と

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

と　

き

：

11
月
８
日（
日
）
午
後
１

時
〜
５
時

と
こ
ろ

：

パ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン 

文
化

教
室（
２
階
）

※
問
合
せ
先

：

中
部
総
合
事
務
所
福
祉

支
援
課（
あ
２
３―

３
１
４
１
）

遥
か
な
ま
ち
倉
吉
ふ
る
さ
と

基
金
と
し
て

金
一
封
＝
大
塚

：

秋
本 

吉
人

さ
ん

成
徳
公
民
館
備
品
と
し
て

Ｔ
Ａ
Ｘ
Ａ
Ｎ
デ
ー
タ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
１
台
、
モ
バ
イ
ル
フ

ロ
ア
ー
タ
イ
プ
ス
ク
リ
ー
ン
１

台
＝
倉
吉
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ

：

会
長 

日
野 

節
太
郎
さ
ん
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人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
で

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

※
問
合
せ
先

：

倉
吉
消
防
署（
あ
２
６

―
２
１
２
２
）、
西
倉
吉
消
防
署（
あ
２
８

―

２
１
１
０
）
ま
た
は
総
務
課（
あ
２
２―

８
１
６
２
／
い
２
２―

１
０
８
７
）

消
費
生
活
相
談
員（
嘱
託
職

員
）を
募
集

　

倉
吉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
全
で
安
心
で
き
る
消
費
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
で
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
時

に
相
談
に
応
じ
た
り
、
情
報
の
提

供
を
行
う
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を

持
っ
た
消
費
生
活
相
談
員（
非
常
勤

嘱
託
職
員
）を
募
集
し
ま
す
。

【
職
種
・
採
用
予
定
人
数
】

「
募
集
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 「
募
集
案
内
」は
、11
月
２
日（
月
）

か
ら
、
市
民
参
画
課
市
民
生
活

相
談
室（
あ
２
２―

２
７
１
７
）
で

配
布
し
ま
す
。
倉
吉
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
、
内
容
を
掲
載
し

ま
す
。

【
採
用
予
定
日
】
12
月
１
日（
火
）

（
予
定
）

【
試
験
内
容
・
試
験
方
法
】

試
験
日

：

11
月
21
日（
土
）

試
験
会
場

：

倉
吉
市
役
所 

第
２
会

議
室（
本
庁
舎
３
階
）

試
験
方
法

：

面
接
試
験

【
受
験
資
格
】
次
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
す
る
こ
と

▼ 

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
が
付
与
す
る「
消
費
生
活

専
門
相
談
員
」の
資
格

▼ 

（財）
日
本
産
業
協
会
が
付
与
す
る「
消

費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
資
格

▼ 

（財）
日
本
消
費
者
協
会
が
付
与
す

る「
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
」の
資
格

▼ 

鳥
取
県
が
付
与
す
る「
消
費

生
活
専
門
相
談
員
養
成
セ
ミ

ナ
ー
」の
修
了
者

【
申
込
方
法
】
指
定
の
申
込
書
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
貼

付
の
う
え
、
市
民
参
画
課
市
民
生

活
相
談
室
ま
で
持
参
、
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
受
付
期
間
】
11
月
２
日（
月
）

〜
18
日（
水
）午
後
５
時
15
分
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

※ 

郵
送
の
場
合
も
、
期
間
内
に
到

着
し
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

市
民
参
画
課
市
民

生
活
相
談
室（
〒
６
８
２―

８
６
１
１ 

倉

吉
市
葵
町
７
２
２
／
あ
２
２―

２
７
１
７

／
い
２
３―

３
７
０
１
）

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
助

成
団
体
の
三
次
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

倉
吉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
自
主
的
で
公

益
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る

助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
す
で
に
２
度
、
対
象

と
な
る
市
民
活
動
団
体
の
募
集
を
行

い
、
２
団
体
に
助
成
金
を
交
付
す
る

よ
う
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た

び
、
三
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格

▼ 

独
自
の
発
想
と
専
門
性
を
持

ち
、
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
新
た
な
事
業
を
実
施

す
る
団
体

▼ 

倉
吉
市
内
で
活
動
し
、
５
人
以

上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

募
集
団
体
数

：

３
団
体

助
成
金
額

：

上
限
10
万
円（
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
下
）

助
成
対
象
期
間

：

12
月
１
日（
火
）

〜
平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）

応
募
期
間

：

11
月
２
日（
月
）
〜
30

日（
月
）

申
請
方
法

：

申
請
書
類
は
、
倉
吉

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
直
接
電
話
で
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

【
事
業
説
明
発
表
会
】

　

助
成
金
交
付
団
体
の
決
定
に
当

た
っ
て
は
、
申
請
団
体
に
よ
る
公
開

事
業
説
明
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き

：

12
月
上
旬
予
定　

決
定
方
法

：

申
請
書
や
、
公
開
事

業
説
明
発
表
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
内
容
で
決
定
し
ま
す
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

市
民
参
画
課（
あ

２
２―

８
１
５
９
／
い
２
３―

３
７
０
１
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
と
は
、
将
来
、
陸
上
自
衛
隊
に

お
い
て
、
高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・
運
用

す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
お

い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で
き

る
自
衛
官
を
養
成
す
る
た
め
に
、

中
学
校
卒
業
者
な
ど
を
対
象
に
採

用
す
る
制
度
で
す
。

　

入
隊
と
同
時
に
、
通
信
制
高
校

に
入
学
し
、
高
等
学
校
の
普
通
科

と
同
等
の
教
育
を
受
け
、
併
せ
て

技
術
陸
曹
と
し
て
必
要
な
防
衛
基

礎
学
、
各
種
技
術
の
専
門
教
育
や

各
種
訓
練
を
受
け
ま
す
。

　

終
了
時
に
は
高
等
学
校
の
卒
業

資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

身
分
は
、
自
衛
官
で
は
な
い「
生

徒
」で
、
手
当
の
支
給
を
受
け
な
が

ら
高
等
学
校
教
育
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

：

11
月
１
日（
日
）
〜
平

成
22
年
１
月
８
日（
金
）

応
募
資
格

：

15
歳（
中
学
校
卒
業

見
込
含
む
）以
上
17
歳
未
満
の
男
子

第
１
次
試
験

：

平
成
22
年
１
月
23

日（
土
）

第
１
次
試
験
合
格
発
表

：

平
成
22

年
２
月
２
日（
火
）

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

自
衛
隊
倉
吉
地

域
事
務
所（
あ
２
６―

２
９
０
０
）
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　～防ごう犯罪・つくろう安心なまち～

《振り込め詐欺に注意！》
…架空請求詐欺・融資保証金詐欺が増えています…
【振り込め詐欺の手口】
①オレオレ詐欺／②架空請求詐欺／③融資保証金
詐欺／④還付金などの詐欺

【被害防止チェックリスト】

□オレオレ詐欺
   　「電話が変わった」「すぐ振り込んで」

□架空請求詐欺
　 　身に覚えがないのに「民事訴訟裁判通告・裁
判取り下げ・詳細は、○○まで連絡ください」

□融資保証金詐欺
　 　「融資の前に、お金を振り込んでください」

□還付金などの詐欺

　　「お金を返すので、ＡＴＭに行ってください」

【被害に遭わなかった人＝だれかに相談した人】

　一つでも当てはまれば、最寄りの交番・駐在所、
倉吉警察署などに相談してください。
※問合せ先：倉吉警察署（あ２６―７１１０）または、警察総
合相談電話（あ♯９１１０）
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天
神
川
樹
木
伐
採
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
天

神
川
の
樹
木
伐
採
を
行
い
ま
す
。

と　

き

：

11
月
29
日（
日
）
※
雨
天

の
場
合
、
12
月
６
日（
日
）に
延
期

と
こ
ろ

：

天
神
川
竹
田
橋
東
詰
め

付
近
の
河
川
敷
※
駐
車
場
あ
り

作
業
内
容

：

主
に
、
伐
採
し
た
樹

木
の
枝
打
ち
、
切
断
、
お
よ
び
集

積
作
業

用
意
す
る
物

：

作
業
器
具（
の
こ

ぎ
り
な
ど
）、
軍
手
、
飲
料
物
な
ど

申
込
期
限

：

11
月
20
日（
金
）

※ 

詳
細
は
、
倉
吉
河
川
国
道
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

伐
採
し
た
樹
木
の
引
き
取
り
の

み
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

国
土
交
通
省 

倉
吉
河

川
国
道
事
務
所 

工
務
第
一
課（
あ
２
６―

６
２
２
４
）

ド
リ
ー
ム
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
参
加
者
募
集

★
ド
リ
ー
ム
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
９

テ
ー
マ

：

未
来
の
夢
を
光
に
の
せ

て
２
０
０
９　

※ 

家
、
建
物
、
樹
木
、
窓
な
ど
規

模
の
大
小
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
部
門

：

①
個
人
、
②
事
業
所
・

地
域
の
２
部
門

対
象
者

：

原
則
と
し
て
倉
吉
市
内

の
個
人
、
地
域
、
事
業
所

応
募
期
間

：

11
月
９
日（
月
）
〜
12

月
11
日（
金
）必
着

応
募
方
法

：

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
応
募
し
て
く

だ
さ
い（
写
真
不
要
、
Ｅ
メ
ー
ル
応

募
可
）。

審　

査

：

一
次
審
査
12
月
12
日

（
土
）
〜
14
日（
月
）
／
二
次
審
査
12

月
16
日（
水
）
午
後
６
時
〜
10
時

（
予
定
）
※
現
地
審
査

結
果
発
表

：

12
月
18
日（
金
）
の

「
倉く
ら
な
り
え

成
絵
点
灯
式
」で
発
表
。
ま
た
、

Ｗ
ｅ
ｂ
鳥
〜
み
ん
ぐ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
応
募
全
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

▲昨年度の最優秀賞授賞作品

★
ド
リ
ー
ム
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
五
七
五
２
０
０
９

　

「
未
来
の
夢
を
光
に
の
せ
て

２
０
０
９
」
を
テ
ー
マ
に
、「
倉
吉

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」、
ま
た
は

「
倉
吉
の
ま
ち
の
将
来
へ
期
待
す

る
こ
と
」
を
表
現
し
た
五
七
五
の

作
品
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
１
人
３
作
品
ま
で
応
募
可

※ 

作
品
は
自
作
で
、
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

対
象
者

：

だ
れ
で
も
可

応
募
期
間

：

11
月
９
日（
月
）
〜
12

月
24
日（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法
：

ハ
ガ
キ
、
手
紙
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
に
、

作
品
、
名
前
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

結
果
発
表

：

１
月
中
旬
以
降
に
、

Ｗ
ｅ
ｂ
鳥
〜
み
ん
ぐ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
賞
作
品
を
発
表
。

※ 

両
コ
ン
テ
ス
ト
の
写
真
展
・
作

品
展
を
平
成
22
年
１
月
に
開
催

予
定
で
す
。

※
応
募
・
問
合
せ
先

：

ド
リ
ー
ム
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
事

務
局（
〒
６
８
２―

０
８
８
７
倉
吉
市
明
治

町
１
０
３
２―
６
こ
ば
や
し
薬
局
本
店
内
／

あ
２
３―

１
２
３
１
／
い
２
３―

１
２
３
５

／
Ｅ
メ
ー
ル

：drm
-1
@
hotm
a
il.co.jp

）

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講

座（
後
期
）

  

パ
ソ
コ
ン
を
地
域
活
動
や
グ
ル
ー

プ
活
動
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

希
望
す
る
内
容
の
講
座
に
、
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
者

：

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

講　

師

：

鳥
取
大
学
総
合
メ
デ
ィ

ア
基
盤
セ
ン
タ
ー

受
講
料

：

無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト

代
必
要
、
１
，０
０
０
円
程
度
）

受
付
開
始

：

11
月
11
日（
水
）
午
前

８
時
30
分
〜

▼パソコン講座（後期）日程

テーマ 日にち 時　　間
定　員
（先着順）

ゼロからの
パソコン入門

１２月１１日（金）
午後１時３０分

～４時３０分
１０人

エクセルを使おう
１月１９日（火）
２０日（水）

午前１０時～午後４時 ２０人

ワードを使おう
２月１８日（木）
１９日（金）

午前１０時～午後４時 ２０人

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

生
涯
学
習
課（
あ

２
２―

８
１
６
７
／
い
２
２―

１
６
３
８
）

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

　平成21年度産 

 

  ぇ
（秋本吉人）倉吉市大塚

■新米コシヒカリ  ３，２００円/10ｋｇ

■三朝コシヒカリ  ３，４００円/10ｋｇ

■コシヒカリブレンド   ２，８００円/10ｋｇ

■奥出雲はざかけコシヒカリ
３，７００円/10ｋｇ

■モチ米  ４００円/1ｋｇ

～有料広告募集中～

【大きさ】

縦5cm×横18cm（１号広告）

縦5cm×横 9cm（２号広告）

縦5cm×横 6cm（３号広告）

【掲載料】

１号広告　30,000円／回

２号広告　15,000円／回

３号広告　10,000円／回



（15）平成 21.11

倉吉スポーツセンター

倉吉市葵町591―1（あ22―5674／い22―5684）

利用時間：午前８時３０分～午後１０時

伯耆しあわせの郷

倉吉市小田458（あ26―5581／い26―5633）

利用時間：午前９時～午後８時　休館日： 月曜日

韓
国
語
講
座（
後
期
）

 

　

言
葉
を
通
じ
て
、
韓
国
を
知
り
、

文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

講座名 期　　間 定員 内　　容

初級 Ⅰ
11月26日（木）～毎週木曜日

午後6時30分～7時30分  全10回程度
30人 韓国語入門

初級 Ⅱ
12月 1日（火）～毎週火曜日

午後6時30分～7時30 分 全10回程度
30人

基礎的な文法の学習、
簡単な会話練習

初級 Ⅱ
11月26日（木）～毎週木曜日
午後2時～3時  全10回程度

30人
基礎的な文法の学習、
簡単な会話練習

中級
12月 1日（火）～毎週火曜日

午後7時40分～8時40分  全10回程度
50人

新聞のコラムなどを使った翻訳練習、
シチュエーション文型・会話練習

上級
11月26日（木）～毎週木曜日

午後7時40分～8時40分  全10回程度
20人

テーマをもとにした実践コミュニ
ケーション・フリートーキング

講　

師

：

鄭
チ
ョ
ン 

然ヨ
ン
ウ
ッ
ク旭

さ
ん（
倉
吉
市

国
際
交
流
員
）

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

第
１

研
修
室 

ほ
か

受
講
料

：

５
０
０
円（
１
ク
ラ
ス
）

教
材
費

：

本
人
負
担

受
付
開
始

：

11
月
２
日（
月
）
か
ら

電
話
で
受
け
付
け（
先
着
順
）

※ 

中
級
と
上
級
の
み
重
複
受
講
可

能
で
す
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

市
民
参
画
課
／
あ

２
２―

８
１
５
９
／
い
２
３―

３
７
０
１
）

お
正
月
を
飾
る
寄
植
え
教
室

　

お
正
月
を
飾
る
、
少
し
豪
華
な

寄
植
え
を
作
り
、
寄
植
え
の
基
礎

知
識
や
管
理
方
法
な
ど
を
学
ぶ
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き
：

12
月
13
日（
日
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ

：

上
灘
公
民
館 

会
議
室

定　

員

：

30
人（
先
着
順
）

講　

師

：

荒あ
ら
い井 

勉
つ
と
む

さ
ん

参
加
費

：

２
，
０
０
０
円（
材
料

費
）※
作
品
は
持
ち
帰
り
で
す
。

応
募
締
切

：

11
月
30
日（
月
）　

応
募
方
法

：

電
話
、ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

用
意
す
る
物

：

園
芸
用
は
さ
み

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

倉
吉
ま
ち
づ
く

り
協
議
会（
市
民
参
画
課
内
／
あ
２
２―

２
７
３
０
／
い
２
３―

３
７
０
１
）

倉
吉
市
精
神
保
健
福
祉
研

修
会

と　

き

：

12
月
１
日（
火
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ

：

上
灘
公
民
館

講　

演

：「
精
神
障
が
い
の
正
し

い
理
解
」

講　

師

：

植
田 

俊
幸
さ
ん（
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
医
長
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

：

当
事
者
、
家
族
、

支
援
者
、
行
政
の
立
場
で
発
表

※
問
合
せ
先

：

福
祉
課（
あ
２
２―

８
１
１
８
／
い
２
２―

７
０
２
０
）

秋
の
文
化
財
め
ぐ
り

　

倉
吉
文
化
財
協
会
で
は
、
源
平

一
の
谷
合
戦
の
古
戦
場
と
し
て
有

名
な
須
磨（
兵
庫
県
神
戸
市
）
を
散

策
す
る
、
文
化
財
め
ぐ
り
を
開
催

し
ま
す
。

と　

き

：

11
月
14
日（
土
）
午
前
７

時
30
分
出
発

参
加
費

： 

一  

般
９
，０
０
０
円

協
会
員
８
，０
０
０
円 

募
集
人
数

：

40
人（
先
着
順
）

申
込
期
限

：

11
月
９
日（
月
）

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

文
化
財
課（
あ

２
２―

４
４
１
９
／
い
２
２―

２
３
０
３
）

▼韓国語講座（後期）日程

■受講生募集

教室名（ 講  師 ） 日　　時 定
員
受講料
（回数）

韓国料理教室

鄭 然旭さん（国際交流員）

西尾 春代さん（調理師）（ ）

11月21日（土） 
10:00～13:00
※韓国の屋台料理 

30
人
500円
（1回）

12月12日（土） 
10:00～13:00
※本格キムチ作り 

30
人
500円
（1回）

男性のための料理教室

（杉本 美智子さん）
※ 和風ハンバーグステーキ、
　さつま芋のポタージュ など

11月26日（木） 
10:00～13:00

15
人
500円
（1回）

ちりめん細工教室

（明里 美也子さん）
※ 来年の干

え と

支（虎）を作ります。

11月27日（金） 
13:00～16:00

15
人
500円
（1回）

受付開始：  １１月６日（金）（先着順）
＊受講料のほかに材料費などが必要です。

■「救急蘇生法」講習会を開催

　救急講習ならびに自動体外式除細動器（ＡＥＤ）など

を使った救命救急処置の習得を、倉吉消防署において

開催します。

と　き：１２月７日（月）午後１時３０分～４時３０分

ところ：倉吉消防署（現地集合）

参加費：無料

講　師：倉吉消防署　消防士

定　員：２０人　　　

受付開始：  １１月１０日（火）午前９時（先着順）


